
































































































第一軸 第二軸 第三軸 第四軸 第五軸 第六軸 第七軸 第八軸 合計
仮名「は」 １０６ ８５ ５５ ５５ １４５ １３３ ６６ １２３ ７６８
仮名「者」 ２５１ ２７７ ２９０ ２８６ ２９７ １６４ １５４ ２６２ １９８１
仮名「八」 １６５ ２２６ １７３ ９６ ４８ ４０ ６９ １２５ ９４２
仮名「半」 ０ ４ ４ ０ １ ０ ３ ５ １７
仮名「盤」 １０ ８ ９ ３ ２ １ １ ０ ３４




















































































































歓 喜 観 見 観 音 過 去
文字列「く八」は，「クハンキ」「クハムケム」「クハンヲン」「クハコ」
























































































見 恒 沙 恒
実際の用例では，文字列「はこ」は，「ミレバコウシヤノ」「学セバコウ




涅 槃 歓 喜 観 観
文字列「者ん」は，「ネハン」「クハンキ」「クハンス，クハンジ（テ）」





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































順位 後続文字 は 者 八 半 盤 計
１
２
３
４
５
６
７
８
９
１０
１０
１２
１３
１４
１５
１６
１７
１８
１８
２０
２０
２２
２２
２４
２５
２５
２７
２８
２９
３０
３１
３２
３２
３４
３５
３５
３７
３７
３７
４０
４１
４２
４３
４４
４５
４６
４６
４８
４９
５０
５０
ん
く
ち
←
し
う
な
り
こ
い
せ
す
ら
ひ
三
た
む
さ
ま
多
つ
そ
を
あ
堂
わ
須
可
本
か
ゝ
と
ふ
者
き
里
《一》
勢
も
よ
れ
志
る
《大》
気
《人》
や
《無》
《世》
て
め
０
２２
６
７３
４４
８
１８
０
４９
３３
５
３５
３
１２
２８
２
８
６
１６
１５
９
１４
１４
１８
２３
２１
０
８
１８
１３
０
７
９
１１
９
７
１３
０
７
１７
０
１１
１
９
７
６
２
９
５
８
４
２８１
２９６
１９０
６０
８６
１３２
１０９
６０
３２
１１
６７
９
５９
４９
９
５３
３６
３０
１１
２５
２７
２４
２４
９
２
１
３８
２７
５
７
２７
７
８
０
５
１５
１
２２
３
０
１９
３
１７
１
２
０
９
０
０
１
３
６０
１０
８０
８８
８５
７２
１５
６９
３８
３４
７
２８
１４
８
２８
７
７
１０
２０
４
８
４
４
１２
１２
１４
０
２
８
６
１
１１
９
１３
８
１
５
０
１１
４
１
３
０
６
６
８
２
３
７
２
４
０
０
０
１
０
０
２
０
０
１
０
０
０
０
１
０
０
１
０
０
０
０
０
０
１
３
０
０
０
２
０
１
０
０
０
０
１
０
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
１
２
１
０
０
２
０
０
５
０
０
２
０
０
０
０
０
０
０
０
１
１
０
０
０
１
２
０
０
０
０
１
０
２
０
０
０
０
２
０
１
０
０
１
１
０
０
０
３４１
３２８
２７７
２２３
２１７
２１３
１４４
１２９
１２１
７９
７９
７７
７６
６９
６８
６２
５１
４７
４７
４４
４４
４２
４２
４０
３９
３９
３８
３７
３２
３０
２８
２６
２６
２４
２３
２３
２２
２２
２２
２１
２０
１９
１８
１７
１５
１４
１４
１３
１２
１１
１１
付表２ 後続文字頻度表（上位５０）
420 専修人文論集９８号
備考 （１）仮名は，平仮名と同じ字母のものについては，平仮名を用いて示した
（２）平仮名と異なる字母のものについては，字母に当る漢字で示した
（３）漢字は，仮名の字母と区別するために《 》で囲んだ
（４）ハの異体仮名が行頭のために先行する文字がない場合は，先行する文字の
代わりに「→」記号を用いた
（５）ハの異体仮名が行末のために後続する文字がない場合は，後続する文字の
代わりに「←」記号を用いた
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